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QA68 平成 24 年 3 月 31 日までに製造、加工された食品を、容器に入れたり、

包装したりする（パッケージング）場合、経過措置の対象となるのでし

ょうか

 今回の放射性物質の経過措置は、流通に混乱が起きないようにする観点で設けたもので

す。このため、放射性物質に関しては、食品を容器に入れたり、又は包装したりすること

（パッケージング）より前の製造、加工の内容で実際の製造、加工の日を判断し、この日

が平成 24 年 3 月 31 日以前の食品は経過措置対象となります。

出典：厚生労働省「食品中の放射性物質に係る基準値の設定に関する Q&A について（平成

24 年 7 月 5 日）」より作成

出典の公開日：2012 年 7 月 5 日

本資料への収録日：2012 年 12 月 27 日
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